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防災・減災対策調査特別委員会記録 

 

日 令和７年５月29日（木） （閉会中） 

時 
休     憩 

午前10時０分 開議 （   な     し   ） 午前10時８分 散会 

場  所 第２委員会室 

出席委員 

白 鳥   誠 阿 部   智 石 川 美 香 岳 田 雄 亮 

渡 辺   忍 安 喰 初 美 段 木 和 彦 佐々木 友 樹 

酒 井 伸 二 中 島 賢 治 米 持 克 彦  

欠席委員 な  し 

担当書記 市 場 涼 介 伊 藤 祐 貴   

説 明 員 な  し 

調査案件  

協議案件 
防災・減災対策に係る提言について 

委員長報告及び調査報告書について 

そ の 他  

            委 員 長   白 鳥   誠 
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午前10時０分開議 

 

○委員長（白鳥 誠君） ただいまから防災・減災対策調査特別委員会を開きます。 

 それでは、進め方の順に従って進めてまいります。 

 傍聴の皆様に申し上げます。委員会傍聴に当たっては、委員会傍聴証に記載の注意事項を遵

守いただきますよう、お願いいたします。  

 

防災・減災対策に係る提言について 

○委員長（白鳥 誠君） まず初めに、防災・減災対策に係る提言について御協議いただきた

いと思います。 

 前回の委員会でいただいた御意見等を踏まえて修正した案文を事前に配付させていただいて

おりますが、改めまして、提言の案文について、副委員長より発表させていただきます。阿部

副委員長。 

○副委員長（阿部 智君） それでは、防災・減災対策に係る、当局に対する提言事項につい

て発表させていただきます。 

 １、災害救助法に基づく救助実施市の指定を受けたことにより、災害時に本市が救助の実施

主体として迅速かつ円滑な救助を行うことが可能となったが、先行自治体では、救助において

必要となる物資の供給又は役務の提供について、県市間の調整が有効に図られなかった事例も

存在したことから、連絡調整会議等により県市間の連携体制を確立すること。また、応急仮設

住宅の建設について、従前の設置場所選定に加え、速やかな住宅供給のため関係団体との連携

強化を図ること。さらに、応急仮設住宅の供与や住宅の応急修理の適否を判断するために必要

な被災住家の被害認定調査、罹災証明書発行等について救助対象に加えるよう、国への要望に

努めること。 

２、災害発生時、局横断的に指揮を執る存在は必要であるが、実際の災害を体験したプロフ

ェッショナルとしての経験を積むことは困難であることから、元自衛官等の雇用を検討し、迅

速かつ的確な対応を取れるよう体制を整えること。また、緊急時の職員参集について、いかな

る場合でも速やかな対応が図れるよう、代替職員の配置及び参集体制の強化を検討すること。

さらに、災害対応に女性の視点も取り入れる必要があるため、女性職員が活躍できる環境を整

備すること。 

３、 避難所の運営について、大規模災害時の壊滅的な状況を前提とした行動計画を入念に

作成するとともに、それらの状況を踏まえた自助・共助の死活的な重要性について周知・啓発

を徹底すること。 

また、災害時要配慮者への個別避難計画の策定を精力的に推進するとともに、女性に配慮し

た運営のため、女性委員の比率向上や避難所環境の整備に努めること。 

さらに、ペットの受入れに関するひな形の周知徹底や受入れに関する協議を促すほか、長期

化等に備えるとともに災害関連死を予防するため、医療・福祉部門や、ＮＰＯなど民間ボラン

ティアとの連携を強化し、避難所生活における感染症の蔓延防止、ストレス軽減、心身へのケ
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アに資する体制整備を行うこと。 

４、今後も自治会の加入率低下が避けられない見通しであることから、自主防災組織等の防

災目的でのコミュニティーの連携を小学校単位など面的に推進するとともに、地元の企業や大

学との連携を強化すること。また、専門的な知見を有する防災士や防災ライセンス講座修了者

などと連携し、地域防災活動を担う人材を育成すること。 

５、必要不可欠なライフラインである上水道に対する断水対策及び下水道に対する地震対策

として、管渠の耐震化を精力的に推進すること。また、断水の長期化も想 

定し、飲料水や生活用水の確保体制を整えること。さらに、上下水道の途絶を想定した各家庭

での水や防災用トイレ等の備蓄の必要性について周知を図ること。 

６、危機管理センターの非常時以外の活用のため、市民の防災意識の向上に資する、地域防

災フェアやワークショップ等の開催を検討すること。また、地域の主たる交流施設において、

防災グッズの展示や災害時のシミュレーション体験、防災関連の講習会、非常食の試食を行う

など、日常生活の中で防災教育に触れる機会を創出すること。 

 以上でございます。 

○委員長（白鳥 誠君） それでは、この提言の内容につきまして、何か御意見はございます

でしょうか。軽微なことでも結構でございますので、あればお願いいたします。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○委員長（白鳥 誠君） ありがとうございます。 

 それでは、この案文をもって決定とさせていただきたいと思います。 

 なお、本提言につきましては、この後、危機管理監へ提出したいと存じますので、よろしく

お願い申し上げます。 

 

委員長報告及び調査報告書について 

○委員長（白鳥 誠君） 最後に、委員長報告及び調査報告書について御協議願います。 

 本日をもちまして、今期の委員会活動は終了とし、この１年間の調査内容について、第２回

定例会にて報告させていただきたいと存じますが、委員長報告の案文の作成につきましては、

正副委員長に御一任願いたいと存じます。 

 なお、委員長報告の案文の供覧につきましては、後日、ラインワークス等により御覧いただ

きまして、その後、特に御意見がなければ、御了承いただいたものとして決定いたしたいと存

じますが、その流れでよろしいでしょうか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○委員長（白鳥 誠君） ありがとうございます。 

 それでは、委員長報告の取扱いにつきましては、以上のとおりといたします。 

 また、調査報告書につきましては、事前に確認をいただいておりますが、この内容で確定と

させていただきたいと思いますので、御了承願います。 

 以上で、防災・減災対策調査特別委員会を終了いたします。 

 御苦労様でした。 
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午前10時８分散会 

 


